
日頃名刺や webでご縁を結ばせていただきました皆様へ 

「光テックだより」6 月号をお届けします。 

  

〇弊社社長 弘内 喜代志が「光テック物語」6 月号の内容を YouTube で申し上げます。 

ぜひ、ご覧下さいませ。（社内で撮影しています） 

  https://www.hikaritec.co.jp/movie/YouTube/2506.html 

  

〇皆様の近況又このメルマガに対するご意見、ご感想など e-mail 頂きましたら 

大変嬉しいです。 
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■２０２５年 6 月号  光テックだより 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

『雨に濡れる紫陽花が似合う季節になりました』 

  

  梅雨はちょっぴり気が重いけれど、道端に咲く紫陽花の彩りにホッと癒される日々です。 

雨の中でしっとりと咲く花を見て、「やっぱりこの花、好きだなぁ」と毎年思ってしまい 

ます(^^) 

さてさて、今月のひとりごと♪最近ふと思うのが、「仕事ができる人って、仕事を楽しん 

でいる人だなぁ」ということ。どんなに忙しそうでも、どこか余裕があって、肩の力がふ 

わっと抜けている。そういう人は、自然と周りの空気まで明るくしてくれる気がします。 

特に感じるのが、日常のちょっとしたやりとりの中。コンビニやスタバで店員さんが「こ 

れ、今日からの新作なんです♪」とか、「最近これ人気なんですよ?」と声をかけてくれ 

るだけで、気持ちがふっと和らいで、その場がやさしくなるんですよね。 

名刺交換の場面でも、「その名刺、素敵ですね」「ロゴが印象的ですね」なんて一言ある 

だけで、自然と会話が広がって、グッと距離が縮まる感じがします。そんなちょっとした 

言葉のやりとりができる人って、やっぱり魅力的。 

余裕や気づきを持って、目の前の人との時間を楽しんでいるからこそ、あたたかい空気が 

生まれるんだと思います。雨が続いて、気分も湿りがちになるこの季節ですが、紫陽花の 

ようにしっとりと優しく、そして明るく。 

私もそんな風に過ごしていきたいなと思います♪ 

今月も笑顔でがんばりましょう?！ヽ(^o^)丿                 ＜by ヨッコリーヌ＞ 

  

【追伸】 

ヨッコリーヌのサンプル de ひとさじコーディネート! 

タイル、クロスのメーカーからのサンプルの組み合わせ 100 選完成まで 2 年半かかりました。 

  https://www.instagram.com/p/C8MioiWP1tO/ 

  

・バックナンバー 

  https://www.hikaritec.co.jp/pg1338.html 
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★ ６月２３日（月）15:00～17:00 ストリーミング配信  ＊参加無料＊ 

https://www.hikaritec.co.jp/movie/YouTube/2506.html
https://www.instagram.com/p/C8MioiWP1tO/
https://www.hikaritec.co.jp/pg1338.html


  【１ＤＡＹ ＰＲＩＭＥ ＳＥＳＳＩＯＮ】 夕部美子（主催:YKK AP）  

“業界を代表する有識者が語る、この先の暮らし” 

  

申し込みはこちらから ↓ 

  https://www.hikaritec.co.jp/_src/32223/20250623ykk_ap1day.pdf?v=1744962902442 
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★【光テック物語Ⅱ】2025 年 6 月号（No.211）★ 

「リノベ業者だから聞ける“生の声”と、メーカーに足りない視点」 

  

私たちリノベーション業者は、お客様との工事を通じて信頼関係を築いています。 

特に「お金の授受」は、単なる支払いのやり取りではなく、工事内容や仕様、費用に関す 

る細かな確認や意思疎通、納得の積み重ねなど、非常に多くの要素が含まれています。 

 このプロセスこそが、真の信頼を生み出し、お客様のリアルな声や本音に触れるための大 

切な接点となっています。たとえご満足いただけなかった場合でも、その不満の背景や真 

意をくみ取り、誠意をもって向き合うことで、より良い関係性や改善の機会が生まれるの 

です。 

 一方で、住宅メーカーはお客様と直接お金のやり取りをする立場にないため、そうした繊 

細な情報のやり取りに触れる機会が少ないのが実情です。これからの時代、メーカー自身 

も「現場に近い生の情報」に触れる仕組みをつくっていく必要があると感じています。 

 例えば、施工業者との密な連携や、ショールームでのお客様との対話など、直接的な接点 

を通じてこそ、真のニーズや課題を把握することが可能になります。 

・バックナンバー 

 https://www.hikaritec.co.jp/pg1529.html 

  

◆ミズおばさんの知恵袋◆ 

★「ジーンズの余った生地で鏡みがきを！！」 

ジーンズの裾上げなどの余った生地で鏡磨きをしてみましょう。やわらかいタオルよりも 

汚れを落としやすく、毛羽立ちもなくピカピカに！！繰り返し洗って使えるところも良い 

ですね。 

■編集後記■ 

★「立ち止まって、六月」 

6 月といえば、やはり「梅雨」。若い頃は、ただただ続く雨に少しうんざりしたものでし 

た。でも、歳を重ねるごとに、「梅雨」を包む空気や風景にも自然と目や耳が向くように 

なってきた気がします。静かに響く雨音、やわらかな色合いのあじさい、初夏を運んでく 

る風のにおい――。雨の日だからこそ感じられる風情や、日々の小さな変化に、ふと心が 

和みますね。たまには足を止めて、「6 月」という季節をゆっくり楽しんでみませんか。 

                                                                   「Syacho」 

★「雨が似合う紫陽花」 

雨が似合う花といえば やはり紫陽花ですね。ホタルの群れと共に見られるといいですね。 

                                                                 「ピカ子」 

  

～～～～～～～～次回にまたお会いしましょう♪～～～～～～～～ 

https://www.hikaritec.co.jp/_src/32223/20250623ykk_ap1day.pdf?v=1744962902442
https://www.hikaritec.co.jp/pg1529.html

